











































































































































類型A類型B 類型C 類型D 類型E
1．人口規模（万人） 95．0 25．7 31．3 45．3 11．5
2．人口密度（人／K㎡） 20621314 983 2049 572
3．DID人口比（％） 89．0 74．1 73．8 80．2 64．8
4．DID人口密度（人／K㎡） 70165796533362244625
5．人口増加率（％） 184．3 24．1 46．5 45．3 17．3
6．DID人口増加率（％） 298．639．6 101．4 78．0 49．3
7．DID人口比増加率（％） 41．0 11．6 37．8 52．6 31．3
8．DID人口密度増加率（％） 一25．3 一43．3 一43．8 ～42．5 一46．
都市数 3 14 15 6 20
指標番号 類型F 類型G 類型H 類型1 類型J 類型K類型L
1． 27．7 96．6 8．7 3．7 1．1 1．6　466．1
2． 828 2116 480 344 146 65　9781
3． 75．3 76．6 52．五 41．9 一 48．8　98．1
4． 4865709045783948 一 3283　10630
5． 81．0 52．2 一4．6 一9．7 一23。4一31．2　36．6
6． 163．872．0 15．3一13．2 一 一　　50．6
7． 50．2 11．3 21．6 一1．4 一 一　　7．5
8． 一33．0 一26．7 一47．3 一52．7 一 一　一23．4


























































































































類型a 類型b 類型c 類型d 類型e 類型f 類型9 合計i都市）
類型L 一 横浜 名古屋 東京蜊 一 一 一 4

















類型D 浜松 和歌山 一 一
























































































































































































































































































市地形 内 斗面と平地 0．48 1．56










人口都市化 型B 1．06 3．41










産業都市化 型a 一3．15 5．30














DIDのみ 7．47外・内 DIDと自“、 一〇．0
DID侵入 一6．03外・外 自然のみ ～1．6





































































測地点の 山と川あり 0．20 1．54





























日市地形 内 斗面と平地 一〇．01 2．40




















宿　化 型a 一〇．26 L62






測地点の DIDのみ 一1．27 7．20
ID被覆度 内・内 DIDと自然 1．16 （0．75）




測地点の 山と川あり 一〇、11 2．65
’陸環境
移転なし llのみRのみ
0．48
|0．89
（0．53）
山と川なし 一〇．43
移転あり 変化小ﾏ化大
一〇．59
P．76
重相関係数 0．78
　　　図10　湿度変化の規定要因（積雪なし）
と気温変化は密接な関係にあることが理解できた。
②　気温変化と都市環境要素との関係は、①観測地
点のDID被覆度が最も強い規定力を示し、特に積雪
なしで突出しており、地表面の被覆による影響が顕
著といえ、②積雪ありでは人口都市化類型や気候類
型がDID被覆度に匹敵する規定力を示している点が
積雪なしとは異なる、③高温化に人口集積や商業集
積などの影響がうかがえる、ことなどが判明した。
（3｝湿度変化の場合には、①観測地点のDID被覆度
の規定力が全般に強く、特に積雪なしで目立っ点は
気温変化とほぼ類似している、②積雪ありではDID
被覆度より人口都市化類型や都市地形の方が規定力
が強い、③海面など自然環境が都市の減湿化を緩和
する影響を及ぼしている、ことなどが把握できた。
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